
昭和音楽大学大学院（修士課程）カリキュラム・ポリシー

音楽芸術表現専攻（オペラ）

カリキュラム•ポリシー
オペラの分野において専門性の高い研究を行うために、研究計画書を作成して目標を定め、それに基づい

て研究を進める。

最も重要なのは、オペラ公演に必要な応用力を培うための総合的なグループ指導を受けると同時に、

声楽の個人レッスンを受けることによって、さまざまなスタイルのオペラに対応できる歌唱技術を身につけ

ることである。

さらにオペラを総合的に修得するために、舞台表現法などを学ぶ。
また音楽全般、芸術全般にわたる広範な知識を身につけると同時に、演奏することと論理的に思考するこ

との統合を図るべく修士論文または修士研究を執筆する。

音楽芸術表現専攻（声楽研究）

カリキュラム•ポリシー
声楽の分野において専門性の高い研究を行うために、研究計画書を作成して目標を定め、それに基づ

いて研究を進める。

最も重要なのは、伊、独、仏、西、日の各言語による歌曲の個人レッスンを受けることによって、様々な様

式の声楽曲に対応できる歌唱技術を身につけることである。  さらに、声楽と声楽作品について広範な知

識や表現方法を修得する。

また、音楽全般、芸術全般にわたる広範な知識を身につけると同時に、演奏することと論理的に思考す

ることの統合を図るべく、修士論文または修士研究を執筆する。

音楽芸術表現専攻（ピアノ）

カリキュラム•ポリシー
ピアノの分野において専門性の高い研究を行うために、研究計画書を作成して目標を定め、それに基づ

いて研究を進める。

最も重要なのは、徹底した個人レッスンを通して、ピアノ演奏を技術と表現方法の両面から深く研究し、

高い演奏技術と表現力を獲得することである。さらに小規模編成や大規模編成の合奏および伴奏能力の

向上に努めるとともに、指導者としての能力を身につけることで、社会の多様なニーズに対応できる即戦

力の養成を目指す。また音楽全般、芸術全般にわたる広範な知識を身につけると同時に、演奏することと

論理的に思考することの統合を図るべく修士論文または修士研究を執筆する。

音楽芸術表現専攻（ピアノ）

カリキュラム•ポリシー
ピアノの分野において専門性の高い研究を行うために、研究計画書を作成して目標を定め、それに基づ

いて研究を進める。

最も重要なのは、徹底した個人レッスンを通して、ピアノ演奏を技術と表現方法の両面から深く研究し、

高い演奏技術と表現力を獲得することである。さらに小規模編成や大規模編成の合奏および伴奏能力の

向上に努めるとともに、指導者としての能力を身につけることで、社会の多様なニーズに対応できる即戦

力の養成を目指す。また音楽全般、芸術全般にわたる広範な知識を身につけると同時に、演奏することと

論理的に思考することの統合を図るべく修士論文または修士研究を執筆する。



音楽芸術表現専攻（電子オルガン）

カリキュラム•ポリシー
電子オルガンの分野において専門性の高い研究を行うために、研究計画書を作成して目標を定め、それ

に基づいて研究を進める。

最も重要なのは、徹底した個人レッスンを通して、高い演奏技術や表現法を獲得することである。さらに、

さまざまな形態の合奏の研究・実践ならびに、指導のための実践的研究を行う。また音楽全般、芸術全般に

わたる広範な知識を身につけると同時に、演奏することと論理的に思考することの統合を図るために修士

論文または修士研究を執筆する。

音楽芸術表現専攻（作曲）

カリキュラム•ポリシー
作曲の分野において専門性の高い研究を行うために、研究計画書を作成して目標を定め、それに基づ

いて研究を進める。

最も重要なのは、徹底した個人レッスンを通して、個性を伸ばし、音楽的感性を備えた専門性の高い作

品を作る能力を養うことである。さらに、緻密で構築度の高い作曲技法の研究を行うことで、高度な分析

能力を身につける。また音楽全般、芸術全般にわたる広範な知識を身につけると同時に、創作することと

論理的に思考することの統合を図るために修士論文または修士研究を執筆する。

音楽芸術表現専攻（指揮）

カリキュラム•ポリシー
指揮の分野において専門性の高い研究を行うために、研究計画書を作成して目標を定め、それに基づ

いて研究を進める。

最も重要なのは、徹底した個人レッスンやオペラやオーケストラ等での実践的な経験を通して、個性を伸

ばし、音楽的感性を備えた専門性の高い指揮者となる能力を養うことである。さらに、作品分析や合奏な

ど、指揮に関わる専門分野についても知識と技術を養う。また音楽全般、芸術全般にわたる広範な知識を

身につけると同時に、演奏することと論理的に思考することの統合を図るために修士論文または修士研究

を執筆する。

音楽芸術表現専攻（ジャズ＆コンテンポラリーミュージック）

カリキュラム•ポリシー
ジャズやコンテンポラリーミュージックの分野において専門性の高い研究を行うために、研究計画書を

作成して目標を定め、それに基づいて研究を進める。

最も重要なのは、専攻楽器の徹底した個人レッスンを通して、高い演奏技術と表現力を獲得すること

である。さらに小編成から大編成のバンドについての高度な合奏能力を養うと同時に、専攻楽器の指導の

ための実践的な技術や知識を身につける。また音楽全般、芸術全般にわたる広範な知識を身につけると

同時に、演奏することと論理的に思考することの統合を図るために修士論文または修士研究を執筆する。



音楽芸術運営専攻（アートマネジメント）

カリキュラム•ポリシー
アートマネジメントの分野において専門性の高い研究を行うために、研究計画書を作成して目標を定め、そ

れに基づいて実践・研究を進める。

最も重要なのは、アートマネジメントの高度な専門的能力と研究能力を養うために主科の専門科目を学び、

修士論文完成に向けての研究もしくは修士研究を行うことである。さらに関連諸科目の学修を通して幅広く

関連分野の知識を獲得し、実務家や研究者として芸術文化活動を担うための、コミュニケーション能力と実践

力を養う。また音楽全般、芸術全般にわたる広範な知識を身につける。

音楽芸術運営専攻（音楽療法）

カリキュラム•ポリシー
音楽療法の分野において専門性の高い研究を行うために、研究計画書を作成して目標を定め、それに基

づいて研究を進める。

最も重要なのは、音楽療法の高度な専門的能力と研究能力を養うために主科の専門科目を学び、修士論

文完成に向けての研究を行うことである。さらに、関連諸科目の学修を通して幅広く関連分野の知識を獲

得する。また音楽全般、芸術全般にわたる広範な知識を身につけると同時に、音楽実技の向上を目指す。

音楽芸術運営専攻（音楽と文化）

カリキュラム•ポリシー
音楽・芸術文化の分野において専門性の高い研究を行うために、研究計画書を作成して目標を定め、それ

に基づいて研究・実践を進める。

最も重要なのは、音楽・芸術文化に関する高度な専門的知識と研究能力を養うために主科の専門科目を

学び、修士論文完成に向けての研究を行うことである。さらに関連諸科目の学修を通して、研究者や実務家

等として音楽・芸術文化を担うための、プレゼンテーション能力を中心とするコミュニケーションと実践の力

を養い、広く音楽・芸術文化全般にわたる学際的な識見を身につける。
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